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オｰストラリア大陸を尋ねて

��

今回の調査旅行は前回におことわりした如く鉄鉱床を主

目標としたものであるため他の鉱物資源については見学す

る機会と期間がなかったここではオｰストラリアで見聞

してきたことを主体にして鉄鉱床以外の一般鉱物資源状況

も説明しオｰストラリアの鉱業事情を理解していただくな

にかの参考になれば幸いと思う次第である

オロストラリアの鉱物資源

オｰストラリア大陸の地質概況はアフリカ大陸とや

や類似しているともいわれてv･る.また鉱物資源はア

メリカン連アフリカと同様にその種類は多く重要な

大陸の1つになっている.さてこの大庭は5つの地文

学的地域に分類されている.(第1図参照)

(1)東部高地帯地域(TheEastemHigh1and早Regi㎝)

この地域は小規模な花筒岩類の避入をともなうシルリア

系～三畳系の禰出作用のいちじるしい堆積岩類からなり

北はCapeYork半島から南はタスマニア島の南部まで

東海岸線に沿って幅約150マイノレ(240㎞)にわたって広く

発達している.そのためにこの地域では古生代～

中生代の花筒岩類の鉱化作用に関係して生盛した.金

銅錫鉱を主とする鉱床が多くその海岸に分布する砂

鉱(金紅石チタン鉄鉱ジルコン等)を始め非金属鉱床

としては石灰石マグネサイトドロマイト鉱床があ

りまた東南部には大炭開地帯を形成している1

(2)大陸東南部中央低地帯地域(TheCentralLow.

1andsintheSoutheastCentra1oftheContinent)この地
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域は南部オｰストラリア高原地帯と東部高地帯にはさ

まれた東南部低地帯地域で:M㎜rray一助r1i皿g河盆地

を牢成している.地質は第三系～第四系の堆積岩類の

発達を主としているので一部に褐炭鉱床をともなうほ

かあまり鉱物資源にめぐまれないが大部分は牛･羊用

の牧草地帯となるかあるいは農牧場および果樹園にめ

ぐまれている.したがってこの地域はオｰストラリ

アの輸出額の約50%をしめる原毛(羊毛)資源の重要な

供給地域と放っている.

(3)南部者一ストラリア高原地帯地域(TheSouthAu.

st･ali･n亘ighlandsRegion)この地域は中央低地帯の

西部縁に沿って南方海岸から北方にひろがって発達す

る.ブロック断層によって形成された高原地帯で瑚

･鉛･亜鉛および鉄鉱石資源を主とする鉱物資源が多

い.

(4)大計日ストラリア盆地地域(TheGreatAustra1ian

(Art･isan)BasinRegi㎝)この地域は東部高地帯から

西方に緩傾斜した低高原性地形を示しその分布は大陸

東南部中央低地帯の北方からCarpe姑aria湾までにお

よんでいる.そして主としてジュラ系～白亜系に

ぞくする地層が分布し中でもその基盤となる先カンプ

.リア系地層中に銅鉛亜鉛鉱床の発達がみられる.

(5)西部高原地域(TheWpstemP1ateausRegion)こ

の地域は前述の諸地域の西方に発達する大高原(G,e,t

Pl･te･u)で面積は全オｰストラリア大陸の約2/･を占め

その大部分は砂漠で無人地帯と狂っている.そして地

質は先カンブリア系の花陶岩および花開岩質片麻岩類と

その他の堆積裏類(砂岩珪岩粘板措眉灰岩等)から構

成されしかも摺出作用変成作用および接触変質作用

たどをうけて複雑な地質構造と狂っている.このた

めに本地域は先カンブリア系の鉱化作用に関係する金

属資源(金･銀･鉄･銅･マンガン･クロム･錫･タングステ

ン･ベリリウム･稀元素鉱物･ウラン)非金属資源(眉線

肩灰岩マグネサイト螢石清肩雲母)を多量に産出し

いわゆる酉オｰストラリア州の大部分カミこの地域にぞ

くするためにもっとも重要な産業の基礎と在っている.

しかしこの人口稀薄な大陸においては地質鉱床調査に

第1図オｰストラリアの地質概囎図�
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従事する技術者も少なくまた交通不便な地域が多いた

めに多くの未開発地域を残しているのでこんご多く

の鉱物資源が発見される可能性をもっている国の一つで

あろう.

さてオｰストラリアの鉱業は1797年頃にシドニｰ近

くで石炭が発見されついで1799年(この年にはSi･Jo･e･

phBan1:sによって囚人の隣保事業所が成立された)には

インドのベンガル地方へ船で積出されたのがその初ま

りといわれている.ついで1839年に銀鉱が発見され

1840年にはNewSouthW包1esとVictoria(Yarra

河中流)に砂金鉱が発見されたか当時の総督は囚人が

さわぐのをおそれ秘密にしたようである.ついで1844

年に銅鉱の発見と同時にSturt氏の探険によって現在

の皿roken亘i11鉱山(銀･鉛･亜鉛鉱)の一部が発見さ

れ1850年には鉄鉱石も発見されたがこれらはいずれ

もオｰストラリア大陸の内陸探険の際に発見されたも

のでしばらく本格的な採掘は行なわれなかった.し

かし1849年にアメリカガリホノレニア州に初まったゴ

ｰノレド･ラッシュの灘の中にいたイギリス人(アメリカに

逃出した囚人)エドワｰド'ハｰグレｰフス(Edwards

Ha.g｡｡∀e｡)は自分の母国(オｰストラリア)ニュｰサウ

ス･ウエｰノレズ地方の地形がカリフォノレニアの砂金地

帯と類似していたので彼は急いでオｰストラリアに帰

国し1851年10月にメノレボルン市の西方約74マイルにあ

るY航mweeCreek(ヤロｰウィｰ峡谷)で砂金を発見

した.すなわちこの金鉱地域(Goldfield)が全世界に

その名をとどろかせたビクトリヤ州にある遍a11趾at

Go1dfie1d(バララット金鉱地域でバララット事件でも有名

である)の初まりでこの他にはメルボノレン市の西北方

約100マイルのところにある遍endigoGo1dfie1a(ベ

ンデゴ金鉱地域)も砂金鉱床と.して発見されわずか2カ

月間に200,000オンスも採集したといわれている.こ

の発見以来オｰストラリアの歴史は一変させられゴ_

ルド･ラッシュ時代(1850～1860)となった.こ

の世界一のバララット砂金鉱地帯の範囲は長さ5マイル

(約8㎞)幅は3.5マイル(約5.6㎞)の申に分布し初め

は河床中の砂金鉱床(深さ150m)であったがあとで

山砂金(深さ300m)に放り今日では層状含金石英

脈鉱床を坑内堀で採掘している.そしてこの金鉱地域

から世界でもまれなほど多くの砂金と大きな砂金粒が

産出したのである.なかでも最大の金塊の重さは

2,215才シス(約62.6kg)と記録されその別名は

｢We1comeS虹狐ger(ウェルカム･ストンジャｰ)｣(当

時の時価9,534ボンドといわれた)と称されこの世界最大

の重さの金塊の出現により全世界の人々がオｰストラ

リア大陸へ砂金掘りにやってきた.当時の話に町は女

と子供ばかりになり教師は学校を飛出し警官は職務を

放棄し牧師は教会を捨てて砂金掘りに従事しY趾rOWee

河だけでも40,000人(1853)の人が集まったといわれて

いるそして砂金をあてたものはシャンペン風呂に入り

あるv'は五ポンド紙幣を燃やしてパイプに火をつけた

と語りつたえられている､このBa11arat金鉱地

域と同時に発見された金鉱地域はC1mesGO1dfie1d

(メルネス金鉱地域1857～1894まで砂金として稼行)でBa1-

1ar出の北方約17マイル(約27.2㎞)にある.

ゴｰノレド･ラッシュのすさまじさは人口の増加をみで

もわかる.すたわち1850年の総人口405,O00人が1O年

後の1860年には1,146,000人と約3倍に近い激増を示

した.この人口増加の中に中国人が労務者として大挙

入国したので(ビクトリヤ州だけでも約4万人の中国人

が移住してきたといわれている)1881年頃から中国人移民

制限法を制定し1901年1月に連邦政府が成立すると同

時にアジア人(有色人種)の移民制限法という法律を制

定して以来いわゆる｢白人濠州主義｣(WhiteAustra･

1ianPolicy)をとなえている.このことをオｰストラ

リア人に問いただすと有色人種が移住してくると労働

者の生活水準をさげられるおそれかあるのでこまるとい

っていた.しかし会社を経営している人たちは盛んに

ヨｰロッパからの移民を労働者(非組合員である)として

使用しているようである､このようなオｰストラリア

東南部の砂金ブｰムも山砂金から坑内堀と変り個人企業

から大企業と移っていった.そのため金鉱山の探鉱か

ら銅鉱山の発見とかわり1882年にM㎝皿tMorga1■

鉱山(マウント･モルガン)(金･銅)(クインズランド州に

あってRockhampt㎝のSSW約23マイルのところにある)

が金鉱として発見されたが1902年以来銅鉱を出鉱し今

日ではオｰストラリア第3の銅鉱山になっている.

1883年にはオｰストラリア第2の銅山であるMomt

西オｰストラリア州東キンバレｰ地域にあるボンペイス･ピラｰ鉄鉱床

(Pompey'sPi11ar)のサム･レンジ鉱床(SamRange)からみたト

ニｰ･レンジ(TonyRange)鉱床の一部で鉄鉱層は上部のみで下部

層はすべて珪岩(Quartzite)である�
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晦eu鉱山(マウント･ラィェル)(銅金銀硫化鉄鉱)

(タスマニア州)カミ発見されている.住お現在オｰスト

ラリア第1の銅鉱山1Mountエsa鉱山(マウント･アイサ)

(銅銀鉛亜鉛)(クインズランド州)はその歴史も新

しくJ.G.Milesによって1923年に発見されている.

また今日世界一の鉛･亜鉛鉱石を産出する趾0ke皿醐11

鉱山地域(ブロ_クン.ヒル)(ニュ_.サウス.ウェルズ州)

もこのゴｰルド･ラッシュ時代に探鉱されたが当時は

ものにならず1884年頃になってふたたぴ銀と鉛鉱山

として探鉱カミ始められたものである.

かくて東部オｰストラリアのゴｰルド･ラッシュ時

代が終りかけた1893年6月にPatrickHaman氏は

現在の西オｰストラリア州のKa1900r1ieG01afie1d

(カルグｰリｰ金鉱地域)を発見した.初めは砂金鉱床

であったがその後この砂金の完は先カンブリア系の地

層中に賦存する金鉱床であることがわかりその分布も

長さ6マイル(約9.6k団1)幅は1マイル(約1.6㎞)の地

域に金鉱床が密集していることがわかり別名｢G01曲n

Mi1e(ゴｰルデン･マイル)｣と称さるに至った.この発

見により西オｰストラリア州に産金ブｰムが再現した

といわれているが今日でもその産出量は全オｰストラ

リアの約80%近くをしめている.

鉄鉱床についてはBrOkenHmproprietaryCo.,Ltd.,

(略してB･H･Pと称している)(1886年設立)が鉛製錬を

目的としてPortPirieに鉛製錬をつくったそのF1ux

(溶剤)用として現在のWhyalla(ワイヤラ)の北西

約54㎞にある鵬銅1ebackR狐9e地域(南オｰストラ

リア州)の1r0並k皿0b鉄鉱床(アィァン･ノップ)を開

発したのが1897年であるが後にこのB･H･P会社は

この地域の鉄鉱床が余りにも大きいのでその主目的で

あった鉛･亜鉛採掘と製錬をやめて製鉄業を主とする

会社となり今日ではオｰストラリア第一の鉄鋼会社と

して産業界に君臨している.さてこのB･H･Pは

醜idd1eback臨皿ge地威の鉄鉱床(lr㎝㎞ob1ron

Prin｡｡)開発を1903年頃から本格的に開始し今日では

オｰストラリア第一の鉄鉱山になっている.これと前

後して1907年にはYampiS㎝皿d鉄鉱床(西オｰストラ

リア州)鉄鉱床が発見されている.さらに第一次大戦が

始まり鉄鋼が不足してくるとこのオｰストラリアに

も鉄鉱ブｰム(1916年一1918)がおきて鉄鉱床の探鉱が

おこ柾われ1916年には現在のk001ya110眺虹g鉄山が

発見された.オｰストラリアの鉄鉱床開発について

は戦前から日本と関係カミありとくに酉オｰストラリア

州のYampiSo㎜d(ヤンピｰサウンド)鉄鉱床は(1907

年に発見)1908年に酉オｰストラリア州の地質調査所

技師(J.D.Ca岬ben)の調査によってその埋蔵鉱量は

9,700万トンと発表され当時Br00meで真珠とりの日

本人会長であった梅田信太郎が1911～1913年の間に

かけて日本に輸出されるべく努力したが失敗に終り

その後浅野造船製鉄部が1928年に現地調査を行ったカミ

低品位のため中止したといわれている.次いで1936年

には日本鉱業がH.A.Brathert商会(イギリス)と

協同で目南鉱業合弁会社(本社はパニス帝におく)を設立

して年間100万トンを出鉱する計画で工事を始めたカミ

1958年5月(昭和15年)1ニオｰストラリア政府は日本

向けの鉄鉱石輸出を禁止したのでこの開発は中止

となった抵ほこの間に釜石製鉄所は1930年頃から

平炉用鉄鉱石としてWhya1Ia(1｡㎝㎞ob鉄鉱床)

から鉄鉱石を輸入しておりまた八幡製所もWhyana

から1935年頃平均品位55～57%の鉄鉱石を1938年の輸

出禁止になるまで輸入しつづけたξいわれている.し

たがって日本はこの鉄鉱石の輸出禁止令によって戦後の

1960年12月2目対目鉄鉱石輸出が連邦政府によって

再開されるまでの22年間にわたって鉄鉱石にかんし

てはオｰストラリアとの貿易がひらかれなかったのであ

る.しかるにこの鉄鉱石の輸出再開によって日本は

たくさんの技術者を西オｰストラリア州内に分布する鉄

鉱床調査のために派遣したのでこのところいわゆる往

年のゴｰルド･ブｰムで在いアイアン｡ブｰムを西オｰ

第1表オｰストラ,アの主要鉱物資源の消費

量と自給度(1960)

鉱石癒�消費最�自給度

アルミニウム�38,OOO}�30%

厄綿�48,OOO加一トけ�12"

重晶石�3,500レ�100"

ポｰキサイHアルミニウム用)�67,O00レ�一

(その他用)�7,500レ�1OO"

カトニウム�185トシ�lOO"

セメント�2,700,OOO{�loo"

クロム鉄鉱�15,OOOレ�■

石炭(黒色〕�20,800,OOO}�100"

(褐色〕�15,OOO,000レ�1OO"

鍋�60,000レ�100"

鐘藻土�9,000け�45"

蛍石�2,700}�10"

眉墨(黒鉛)�800)�一

石膏�495,OOOレ�100"

イルメナイHチタン鉄鉱〕�25,000レ�100"

鉄鉱石�4,600,OOOレ�95"

鉛(`次製品〕�33,000レ�100"

石灰石�5,700,OOOレ�100"

マグネサイト�70,000レ�90''

マンガン鉱く冶金用)�70,O00}�20"

(二酸化剛�2,000レ�50"

雲母{生雲母〕けロック)�96,000〃ト�70"

㈱L雲冊〕{スピリッテング)�230,000曲ト�■

石油�9,900,000レ�■

ルチル{金紅宿)�1,500レ�100"

工業塩�470,OOOレ�95〃

銀�5-OOO,OOO抑民�1oo"

硫黄�393,000レ�{8"

錫�3,830レ�55"

タングステン傭鉱)�ユ50}=･�100"

亜鉛�90,000レ�100"

ジルコン�2,OOOけ�100"

{資料:1h哩^雌1rolionMi爬m1

工皿d･岬R･vi榊1960)�
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ストラリァ州内にまきおこしでいるところである.こ

のために筆者もこのブｰムにのって鉄鉱床調査のため

オｰストラリア大陸を尋ねることになったわけである.

以上にオｰストラリアの鉱物資源開発の歴史的な過程の

一部を紹介した.次に現在のオｰストラリアの開発

状態を知っていただくためにまずオｰストラリアが

どの位の種類の鉱物資源を保有しその埋蔵量が十分で

あるかどうかまた主要鉱物資源の生産量と鉱床の分布

状況について説明しよう.

そこでまず現在オｰストラリアにおける鉱物資源の

消費量とその自給度をみると第1表にみられる通りで

この表でもわかるように石油資源は日本と同様にそ

の大部分を輸入に依存している.

その他の不足鉱物資源にはニッケノレ燐鉱石クロム

鉄鉱水銀硫黄石綿等カミありその大部は輸入に依存

している.また第2表は現在のオｰストラリアに

おける一年間の鉱物資源生産量とその価格表である.

この表をみでもわかる如くその鉱物資源の利用はきわ

めて多種多彩であると同様に鉱物資源の輸出入もまた

多種の資源にわたってv･ることは第3表にみられる州

第3表オｰストラリアの輸出と輸入鉱物資源

輸出Lている鉱物および金属資源※{196ω

1研磨材2アルミニウム{地金)3:圓

棚4重晶石5ボｰキサイト6ベ

リリウム鉱7カトニウム(金属)8粘土

(各章屯)94ヨ炭(箒出産吉辰)10竃寓鉱～ヨ{箱含量)

11粗銅12エ薬用ダイアモンド13金

{格はく)15眉墨16石膏17チタ

ン鉄鉱副繍鋤18鉄鉱万19銑鉄20粗鋼

21鉛鉱石{榊鉱〕22鉛地金23マグネ

サイト24マンガン鉱:百2与雲母2aモ

ナズ石(締鉱)27二･ヅケル合金28オパ

ｰル29白金属30金言エ石(締鉱〕

31工榮塩32錫㈹金棒はく)

33桐流イビ垂炎劃童34.滑石､35タンタ'レｰ二1

ロンパイト鉱36錫(池金)37タングス

テ:'就(白および黒)39亜鉛{繍鉱)

38璽鉛{ブ回ツクスラブ)40ジルニ1

ン㈱鉱)

(総輸出頒101,929,312ポンド)

輸入している鉱物および金属資源※撫=1960〕

1研磨材2アルミ=ウム(地金〕

3アンチモン翁主{非高翁虫金属)4毒蛇…匿

芸広5肩脇6アス7ア'レト7オ{一

キサイト8ベントナイト9ビスマス

{金属)10ク回ム鉄鉱11粘土工2石

炭佛)13コバルト塩14錫地金15

15氷晶石16工繁ダイアモンド17…主

滋土18蛍石19石墨20鉄鉱石

21欲(粗鋼)22カヤナイト23マグ

ネサイト24マンガン鉱25水銀

26雲母､27郡山28ニッケル地金

29燐鉱看30白金属グルｰプ31壇

32珪線石33再生銀34硫黄35鰯､

(インゴット〕36組金桃ぴ雫地金

(総輸入額100,583,740ボ!ド)

第2表法ストラ,

珊㈱咄獺が隼閉50万ポシドtF.O.日.〕以上のOの肚ゴリ1'クで搬撫輸入前一が年1冊50万ポンド

示Lて{る

伐料:Tl､筥ム｡帥､｡l1曲"Mi舵冊1hd岨岬R帥i･w

アの鉱物生産量と価格表(1960)

クで示してあ巷

○年飯よI,作成〕

{F.O.B.〕以上のものをゴシソ

鉱石種�出荷量�価格擦�鉱石種�出荷量�価格�鉱石種�出荷量�価格

�''�喘'一���}'『���

1.アンチモン鉱(精鉱〕�256�{20,O00)�20.ドロマイト�190.868�(167,000)�39.硫化鉄鉱㈱鉱をふくむ)�238,630�(1μ9,O①0)

2.石綿�5,613歩■■㌧�(1,382.O00)�21.母后�8,414�(37,000)�仙金紅'石(精鉱)�88,630�(3,315,000)

3.重品局�11,417�(47,OOO)�22､蛍石�7�(一)�41.･工業塩�467,000�(1,097,000)

4.ボｰキサイト�70,881�(101,000)�23.海緑石�工11�(6.ooo)�42.サファイア�一�(5,O①0)

5..ベリリウム鉱�190�(35,000)�24.金鉱石傭鉱をふくむ〕�73�(5,000)�43.蛇紋岩�1,057�(1,O①0)

6｡建設用原料(砂利〕�45,000,000�(24,000,000)�25.石宥�580,878�(759,000)�44｡珪砂�210,050�(227,000〕

7.カド三ウム�949�1一〕�26｡チタン鉄鉱(精鉱〕�107,229�(315,000)�45､撞線石�1,524オ土民�(13,000〕

8.クロム鉄鉱�529�(4,OOO)�27.鉄鉱石�4,355,46{�.(4,981,OOO)�46.銀鉱石�15,198,923}'�{一)

9.ベントナイト�572�(3,000)�2&鉛鉱㈱鉱をふくむ)�474,926�(20,244,000〕�4Z清石(葉ろう石をふくむ)�16,171�(125,000)

10.練瓦用粘土と頁岩�4,669,186�(21426,O00〕�29.石灰石1貝殻とサンゴをふくむ)�5,677.OOO�(3,289,000)�48.タンタライトｰ��

11.Do皿｡“…te�559�(3,O00)�30.マグネサイト�62,166�(261,O00〕�コロンバイト鉱(精鉱)�23,679�(17,O00〕

12一ヲィラｰ･クレｰ(充慣用粘土�90�1一)�311マンガン鉱�60,787�(349,O①O)�49.錫鉱㈱鉱〕�3,102�(2,086,000)

13.カオリンとポｰル･クレｰ�48,195�(131,000)�32.雲母1ブロック)�出ソ9,500�(12g･000)�50.タングステン鉱��

14.その他の粘土�830,576�(682,O00〕�(スクラップ)�喘,}653,600�(5,000)�(灰重石精鉱)�420�(一)

15.石炭像〕�22,575,490�(54,875,O00)�33.モリブデン鉱{精鉱)�`}1.1�(一)�{マンガン重石")�1,123�{936,OOO〕

㈱色)�14,967,202�(6,216,OOO)�払モナザイト(精鉱)�一,362�(ユ3,OOO)�51.ウラン鉱�一�(一)

16､コバルト鉱�65�(一)�35.オハ】ル�一�(637,000)�52.亜鉛鉱(糊鉱)�549,O00�(7,815,O00)

17･鏑鉱㈱鉱を辛くむ)�502,941出ラ‡�(26,258,000〕�36.バｰライ下�796�(一)�53.ジルコン㈱鉱)�102,129�(892,000)

岨工業用ダイアモンド�6�(一〕�37.燐鉱�2,321�(5,O00〕���

脇珪藻土�4,659�123,O00〕�38｡白金鉱(棚鉱〕�7�(一)���

搬オｰストラljア･ポント1土約800.1jである`資料

第4表オス

=TII6^u三r皿一i芭nMin但m11nd岨甘yR帥i直w1960〕

ラリアの主要輸出鉱物資源と価格

(単位:1,OOOボンド)(1960)

(lit位:1,O00オｰストラリアポンド){106ω

航物舳�������タング���ヰタ,�������

����釧肱�カトニウム�跳捌�ステン鉱�金柑石��鉄筋�甲ンガ������

�蛸蛇�1言舵�並脇肱������芽ル:■ン���術雌�汀舳�右席�オパｰル�塘�企甜

伽1胴乱�������㈹脚�{伽肱〕�㈹肱〕�t術航〕�='鉱������

o…螂英服部呵〕�����������������

一.雄木圃�個9�u.禍7�室､474�I-o則�醜�22�171�493�393�123��一�1�'一�25�一�

�����������■一������17.454

2.オ十ダ������13��.11�I5���一�■��3�一�

�一�一�一�■�■��■一���一一�������32

3､ニュｰリｰラシト�`�仙9�236�39�1�2鴉��工6�4��一�1�1�197�1�123�1.2冊

4.7イジｰ鳴������1������37�■一�一一�一��

�'�一�一�一�■��一一�一�■■�一■�一■�����刎�62

5.インド��190�1.818��11���:1����一���一�一�

�一'���口��一�����������聖.o蝸

拮.バキ五クン��18�o���337��2�����一�一�一�'�

����一�`��一一��一一�一一�一一�.�����363

7.甲ラヤ��8����'��･����一�39�犯�2�一�

�'��一一�一�一������������9一

島､I}Tツリカ述部��醜��一�一�一�一�15�2�一一�一�･�一'�一�一■�'一�99

9.モ帥他ア711カ1砧圓�一'�������������一���'

��一�一�一�一�一�■一�'�一■��■一�一�����

0.その他典'亜郎蜥固��π�371�4��i5������2�93�1�馴�'�

�一����一���^��■�������55一

合甜�789�12.511�',905�1､!37�94�6π�171�刷O�ω4�123�■�仙�134�別｡�03�1〃�21.鯛5

側瑛泄郎剛�����������������

1.ア'リガ�421�小904�356���107�516�1-506�363�58�1�一�別2�'一�107�一�

����`�一������������畠.5帥

2.111榊米�������一�1�6���`�一��一�一�

���■�一�一�■����一�一������7

�'一�■���������������

3.目一〇･,パ個､E.C〕�1.9珊�舶3�!､323�一3��242�I12�1.鯛皿�368�M�93�一�301�■一�171�一�

�����■一������������6.703

4.｣l1北椛1国司ｰロツ^珊固�7��仙4���29��252�16�1��'�5��5�'�

��一��･���■����一������719

5.日本靱�10-385�2,038�1.210���,､465�102�2冊�178�m1�565�5,702�101�■一�660�一�

����一�一������������22.7欄

6.インドネシア��06�1�����1����一�一'��■一�'�

����一�一一�■一�一一��■一�一一�■一������餉

7.中近東翫固�'一���������������'�'

��一�一�'����一����･�����

壇.その他アリア鮎岡��4�垣｡���一��2����179�1�一一�1�'�

����^�■一��一一��一一�一一�一一������267

�一����������������

9.太岬滞の跳圃��34�76�一��1禍��5����駝2�一�一�一一�3�舶6

1個.丁フ■1由鮎圃�一一�������������一��'�'

��一�一�^�一�一�一�^�一一�一�������

11.ソ並�����������■一�一一�■一��一�一�一

�'�一�■�一�一�■�■一�一��一�������

I2.ll･兆���46�����蝸����.`�一�一一�1�'�

����一�一一�}���一一�一一�一一������○血

�一�一���������������

13､その他火麻固������4��1舵����`�一�'�一�'�

�'�一�一�一���■����������166

衿帥�12.736�7.8舶�3.556�!3��1.963�730�茗.5脚�931�1日O�659�6｡“3�650�一���

�����'����������953�3�刎.刎0

馳計�����������������62｡冊9

盟11金への舳伽は,銅城石1137,015}､狸蛸蛸“､蝸^ン〕､鮒蜥{7､仙叫}〕.莇舳舷折{60,柵}〕､ジルコン02.概}〕､栃紳(螂均一}ψ〕､伽妬ω1073

一=･ンガン就{37,139トン〕布坦…α.刷5.93かっと在｡ている.二の批1汁衷の含鮒価i怖厳守:オ`合わないのは各釦;物1=於けるポン1'以下の'{赤さ机ていない

莚頸'I'べての頸二物蛍楓の蛤附であ暑,`安料=T一岨^■1岨帥1一岬M一皿町割1^曲舳町R榊一個､■､旭OO肱よI』〕

〕､チクシ鉄鉱{22,768け〕､�



一42一

策5表オｰストラリアの主要輸入鉱物資源状況

}輸入鉱種と価格�輸入国名{1㈹年)���銀鉱石については鉛亜鉛銅鉱石または金鉱石

1〕:百油{74,666,000ポント〕�サラワクインドネシア中近東諦圃中南米諸国��から回収される場合が多くたとえぱBrokenHi11地�

2〕アルミニウム(6,4481000〃〕�カナダ7メリカイキｰ』スニュｰジｰランド��域から生産される鉛亜鉛精鉱から回収される銀鉱は全�

3〕壌鉱引4,075,000･1�英連邦下の太平洋諸国その他の英連邦諸国���

4)石釧2,507,OOい1)�カナダ南アフリカアメ■』力英連邦下のア7リガ言者国ソ連��オｰストラリアの約50%を占めている.なおクイスラ�

�中共ヨｰロッパ(E.E.C.〕��ンド州に銀鉱石を主とする鉱床がしられている.�

5〕硫黄(2,285,000･)�アメ叩月中南米イタリア目本イギリスニュｰジｰランド���

6〕錫(地金〕(1,746,00い〕�カナダイギリスアメ1｣力�州別�1960年生産地�稼行鉱山名

7)銅鉱い16則00岬)�マラヤ�Q山8㎝51但nd州�5,122,697n･阯･�{Mt.一｡｡){錦･金鉱および鉛･亜鉛鉱から〕

8〕･ニッケル(地金〕〔1,15{,000〃〕�イギリスカナダアメリカ�N但岬So凹thWo1岨州�田､397.739�⑮ro』ellHilI,C叩舳i帖FIoO{鉛･亜鉛鉱から〕

9〕工繁用ダイアモンド(6581000〃〕�南ア7リカアメリカヨｰロッパ{E･皿.C.)(オランダ)瑛1連邦�Vi舳ri^州�57値�一

�下のアフリカ諦国その他の英連邦国�丁岨而㎜lo月･1�I,39島,'刎�{Ro亘出･州鉛･醐嚇から〕

��S㎝th^岨tmHo州�一�一

�照その他の輸入鉱樋としてはクロム鉄鉱(ニュｰカレドニア7イリビン)鉄鉱石{ニュｰカレドニ�W朗帖m^皿st胴11血州�197.012�一

�ア)粗鋼(イギリスアメリカス'エｰデン目本)ボｰキサイトくマラヤインド)魂藻土�No舳{mT帥ri`ory�82､〃5�一

�{アメリカ.イギリスヨｰロッパ(E.E.C1))マグネサイト(イギリスアメリカ中共ヨ���

�一ロッパ(非E.E.C.)中南米〕塩`食用)`イギリス西ドイツ)金{素鯉鏡地金､`7!ジｰ協�合計�15.19ヨ､9鴉�

照その他の輸入鉱樋としてはクロム鉄鉱(ニュｰカレドニア7イリビン)鉄鉱石{ニュｰカレドニ

ア)粗鋼(イギリスアメリカス'エｰデン目本)ボｰキサイトくマラヤインド)魂藻土

{アメリカ.イギリスヨｰロッパ(E.E.C1))マグネサイト(イギリスアメリカ中共ヨ

ｰロッパ(非E.E.C一)中南米〕塩`食用)(イギリス酒ドイツ)金{未蝶鏡地金)(7イジｰ島

ニュｰカレドニアニュｰジｰランド)等がある

{資料:Th6A岨t冊1i皿而M…咀帥｡1王皿d岨t町R帥i6w19箇O)

くである.とくにオｰストラリアから輸出される主要

鉱物資源とその輸出量は第4表に示される如くでと

くに日本は銅鉱鉛鉱亜鉛鉱鉄鋼(主として銑鉄)

金紅石チタン鉄鉱ジノレコンマンガン鉱石炭(主

として粘結炭)石綿オパｰノレ等を多量に輸入している.

すなわち金額的にはオｰストラリアの総輸出額の約30%

を占めるもので羊毛と同様に日本はオｰストラリアに

とってたいへん大切なお客様というわけに怒る.し

かるに日本がオｰストラリアに輸出している鉱物資涼と

いえば硫黄と若干の粗鋼程度でその金額はきわめて

少ないものである.(第5表)とくにオｰストラリア

の輸入にかんしては他の輸入製品と同様にイギリスを

初めとして英連邦下の諸国に優先権を与えている.

次に主要金属鉱物資源非金属鉱物資源の国内分布状

況と生産量について概略を説明しよう.

1)金･銀鉱床(第2図)

まず金鉱床について州別にみると西オｰストラリア

州が総生産額の約80%をしめている.すなわちその大

部分はカノレグｰリｰ金鉱地域(K.lg.o.1i.G.ldfield)か

ら生産されている.

州別�1960卒中蛭1I兀�礒行鉱山!1959�主要砿山

Qu但｡冊1o一州�禍､0が冊砒･�41�M一.舳祀｡･.om`何冊､

N帥S㎝冊WE1加州�13-400�2目�lCo6^r.W舳叩1o而､

v1曲{州�28,5舶�24�機鮒鮒1

So山{^困r81io州�36�伍�■

W朗1om^胤mli国州�360,969�192�lSo舳■mC而帖.旺■1脚■io,Co皿1即=舳.陥冊!冊〇一Lo冊Hoo｡咄冊H.圓肝､C岨.舳.､1.冊1.ri皿i,･o■一

悦帥■oio州�蝸｡9醐�一�'

N何舳帥Toπi1匝叩�72.oヨ｡�15�T■…o刮C一冊』

���NoHo-3N沽.

���P'c止P}

恰計〕�{]､O且5,0M〕�㈱6〕�

この金鉱生産量の内訳は金鉱山から生産されるのが

971,582fineoz.であとは副産物として鉛一亜鉛鉱山

から25,894fineoz.銅一金鉱山から88,230fineoz.

銅鉱山から308fineoz.,がそれぞれ回収されている.

銀鉱石については鉛亜鉛銅鉱石または金鉱石

から回収される場合が多くたとえぱBrokenHi11地

域から生産される鉛亜鉛精鉱から回収される銀鉱は全

オｰストラリアの約50%を占めている.なおタイスラ

ンド州に銀鉱石を主とする鉱床がしられている.

銀鉱石カミ回収されるのは(1)鉛精鉱(13,632,132亙ine

｡｡)(2)亜鉛精鉱(647,818Fi.e｡｡.)(3)銅精鉱(694,816

Fin･o･.)(4)その他の鉱山(224,157Fineo･⊃の順にな

っている.

2)銅･鉛･亜鉛鉱床(第3図)

まず銅鉱石生産量は全世界の約2%(1960)にすぎな

いが日本には銅精鉱137,815トンと精練銅4,964トン

(1960)を輸出している.そこで州別に銅鉱石生産量

をみると次表のとおりであるがクインズランド州の

Mt.Isa鉱山だけで全生産量の約66%を占めている.

州別�1960年生産最(精鉱)�稼行鉱山名

Qu30冊1o咀'州�咀2｡和6トン�Mt.1明(C山3.島%〕､舳.Mor9帥(Co1.06%〕

N8wSo舳W^lo雷州�ヨ,572�C岬toi帖F1趾､Bro}㎝Hi11Fiol'

Viotori咀州�■�一

丁肥m8{州�11,600�Mt.Lye11(C山2.03%〕,R｡馳咄岬

So舳^帖肺藺1i固州�5�■

W舶帖mA皿冒tmlio州�1､硫1�Ra"8n5thorp6(C山1.8島%〕,El"ordt011.Co趾Ii皿､

No舳町而丁冊rito町�臥506�Peko,R･m』m厘1e{沈澱銅〕,

合計�m9.272�

とくに主要銅鉱石について主要鉱山の埋蔵鉱量(19

60年6月30日現在)をみるとまずクインズランド州の

Mt.亙sa鉱山は酸化銅鉱石:100万トン(Cu･･5.3%)

黄銅鉱石:2,320万トン(Cu=3.7帖)で合計2,420万トン
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第2図オｰストラリアの主要金銀鉱鉱床分布図�
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といわれMt.Morga皿鉱山は1,200万トン(Cu=1.09

%Au=2.41dwt)になっている.次にタスマニア州

のMt.Lye11鉱山は2,740万トン(Cu;0.8形)で酉

オｰストラリア州のR帥e皿s帖｡叩e鉱山は445,OOOトン

(Cu=2.31%)(確定195,000トン推定250,000トン)と報

告されている.とくに西オｰストラリア政府は鉱物資

源開発に積極的で私が西オｰストラリアに行ったとき

同不口鉱業がPortHed1and西方のWhimCreekで銅

鉱床の開発(おもに試錐作業)を一年近く行なっていた.

PortHed1andのPierHote1に泊っているときに偶

然キ十ンプからかえってこられ日本食カミたべたいと

くにラrメンがたべたいといっておられたのが思い出

される.この他に南部地域にあるE1YerdtOn鉱山

Cattlin鉱山を再開して探鉱中である.北部地域では

Pek0鉱山が稼行されているがその埋蔵鉱鑑は70万

トン(Cu:6.98形)(確定)でとくに1960年には日本

に向けて29,151トンを輸出している.生産量の内訳

は銅鉱石(精鉱沈てん銅)105,126トンで鉛鉱および

精鉱から3,408トン亜鉛精鉱から738トンがそれぞ

れ回収されている.

鉛･亜鉛鉱石についてはオｰストラ'リアの主要鉱

物資源でとくに鉛鉱はソ連を除けば世界一の生産量を

誇るもので全世界生産量の約15%(1960)を占めてい

る.その大部分(約76%)はニュｰサウス･ウェルズ州

の西部地方にある世界的に有名な逓mke皿醐11刑eM

から採掘されている.

1房11�1960生亙楡鉱�稼行鉱山1959潴�稼行鉱山

Q岨朗畠1回紬州�57,534トン�9�"o…ユ1■.{Zo5｡脇P固.2割

N帥S㎝{Wo1朋州�235.866�13�

Viψrio州���I趾｡上■[H111里｡o山.H甘山趾杣帥H1■I鮒言=鮒割:■

�■�■�

���■一

To珊酬i■州�13.03ε�3�Ho■■㎞閉z"㎞■

So舳A山slmli^州���M一.F●冊●Il｡

�戸�2�一

W軸2m^岨t間1帖州�i.739�6�膿搬.｡'“岬

No舳｡㎜丁甘rito町�一�一�一

合訓�ヨOε179�35�

藁船一亜鉛鉱山を示す���

蝋船一亜…鉛鉱山を示す

ノ㌻缶

二∴∵ン

㍗亙喝晦弛
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第3図オｰストラリアの主要銅鉛亜鉛鉱鉱床

分布図

8)鉛鉱石

主要鉱山の埋蔵鉱量を下記に示ナ.

鉱山名

�浴�愀

�������

�牴������

��敬�����

埋蔵鉱量

2560万トン

440万〃

430万"

�─

��

��

工4,5

��

�─

��

12.9･

ユ1.8

�潺�

��

㈮�

��

㌶�

調査目

1960.6,30現在

f961.12.31･

1960,6.30〃

なお鉛鉱からは亜鉛鍍金アンチモン銅カトニ

ウムがそれぞれ回収されている.おもな輸出国は日

本(26,028トン)アメリカ(23,704トン)イギリス(11,150

トン)ベルギｰ(8,362トン)等である.

b)亜鉛鉱

亜鉛鉱は世界第4位(1960)の生産量があり鉛鉱と

ならんでオｰストラリアでは重要た鉱物資源の1つで

ある.

州別�凹百O{附嚇1±�隙付則;l11名

Ωuo㎝里1oo州�刎一3眺トン�MOmtI馴.

N酬S㎝{Wo1舶一H･1�234J70�{No舳Bro上値nHill.Bomi哩rC帥t冊1回mk値皿HillS㎝lh.ZiooCo叩血･汕i㎝N哩wE.H.C叩toin'5F1祉.

丁舶mooi顯州�31､岳25�Ho舶1岬}･

S叩舳^岨甘111io州�35�

W砧蛇m^岨上mlio州�■�

令■11一�刎｡.2則�

鉱石の主要輸出先はイギリス(153,894トン)日本

(69,477トン)ベルギ}(58,829トン)アメリカ(23,

831トン)ノノレウエｰ(9,401トン)その他(7,006トン)

の順となっている.とくに亜鉛精鉱中に含まれる金属

としては銀鉛金銅黄鉄鉱カトニウムコ

バルトマンガン等がある.以上にオｰストラリアの

主要金属鉱石の生産状況を説明したが他の鉱物資源に

ついては代表的なものをとって州別の生産量と分布図

(第4図第5図第6図)を参考までに掲げておく.

またオｰストラリアの鉱山開発状態を知る一助とし

て第6表に諸鉱山および製錬所の数を示した.
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■一,一一������性搬11蜘)

州別�マンガン鉱石�鉱山名�錫精鉱�鉱山数�鉱山名�石灰石

Qu値㎝目1出nd州�3,710}�lCy岬i･.Cl㎝㎝岬Glod副㎝e〕�i,237け�119�{H2{艘r-onlio阯Ho岬n目ho冊､洲11o目｡o.Cook:owo,K8皿8冊｡o�530,000け

N艘wS㎝沽W田1加州�1,573�く帖1･h･､E冊･･b･.)�307�50�{Tin曲｡､^記1o{m,C㎝do-lio,D鵯岬趾趾､Too一町{io1'.�2,400,097

Vi砒{州�'�一�■�一�i�1､峨｡百72

丁舶mmio州�一�一�1,233�29�I^出帥1o■16,R帥i8on.Soo帖Mt.Com哩1･on�215.208

So舳A岨肺汕｡州�69�一�一�一��i,063.706

We弛mA岨1mlio州･1�54.010�(総締｡i,i｡巴鉋,｡)�281�7�{Coo島1軸｡o巴.E1則｡.Mob1岬11o.C舵帥b岨^68�3n,OOO

Nor出e㎜Torritoy�L4125�(R㎝冊･S旧･i㎎･)�44�11�{Mt.Ho冊i9.Mo"ioCrG出､Pin8C冊艘k.B山冊u記.o.�一

令計�60,787け��3J02け�216��1696,OOい'

第6表

オｰストラリアの

鉱山製錬所およ

び処理工場の数

�1958�1959�非金属鉱蟻�1958�1959���

���1.粘土鉱山���建船業月砕石紫��

��㌱〉����

��������

金属鉱奥���2.石概鉱山���1.砕海場�746�

��㌴�㌉���

1.金鉱山�285�306�3.石灰石鉱山�90����

2.鉛･亜鉛･銀鉱山�����97���

�50�����製錬所および工場��

��35�4.岩塩鉱山�44�46���

3.銅･金鉱山������1.鉄鋼工場�35�34

�81�81�5.その他鉱山�167�159�2.その他金属�63�

4錫鉱山��������68

�180�216�小計�645�689�製錬所��

5.砂鉱鉱山※�28�22�石炭鉱繁���3｡コｰクス工場�8�8

6.その他鉱山※※�8名�96�1｡石炭鉱山黒色�227�218�4.セメント工場�1壬�14

小計�708�756�佳として粘結炭)���5.レンガ陶鵠お�660�663

�※ジルコンチタン鉄鉱金紅石がおもなのもであ･る��2.石炭鉱山褐色�7�8���

���(褐炭)���よびガラス工場��

�※※鉄鉱山(3)マンガン鉱山(工4)クロム鉄鉱�����6.非鉄金属�1,306�1,322

�山ウラン鉱山タングステン鉱山等がふく��小計�234�226�処理工場��

まれている���総鉱山数�1.587�1,671�小計�2086�2109

3)鉄鉱山と製鉄業(第7図第8図第g図第

10図参照)オｰストラリアにおける製鉄業の発達はきわ

めて遅くその歴史は比較的新しいといわねぱ放ら狂い.

す液わちオｰストラリア製鉄業の独占企業体であるブ

ロｰクン･ヒル株式会社(酬｡跡｡k｡凧Hinh岬曲竜脳y

Co.Lω.略して遍.豆.P.)が1885年に鉛･亜鉛鉱山開

発と製錬作業を中心に始めたのであるがその後Pb･Zn

鉱業の不況と埋蔵鉱量の不足もあってNewcast1eに石

炭資源をバックにしてHunter河の南岸にNewcas岨e

製鉄所の建設にとりかかることに決めたのは1913年

のことである.これは当時鉛製錬の際に使用される

Flux剤として探鉱していたMiddlebackRa㎎es鉄

鉱床(I･㎝Knob,Ir㎝Prin･e等)が予想以上に大きな

鉱床であることがわかったの亡この鉄鉱石とシドニｰ

炭田(コｰクス用原料炭)を基盤にして製鉄業を始めるこ

幻｡Wo貼雫1星

1〕田一“･i11

ム｡

Ru皿』㎜昨

1-1クインスラン､
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Luγ一1鳶職㍗

第5図オｰストラリアの主要ボｰキサイトゥラ

ン鉱床分布図

とにしたのである.そして第一回の鉄鉱石約2,800

トン(Fe62弛)をEmeraldWi㎎s号に積み込み

whya11a港を出てNewcastle港に入港し高炉に繰入

されオｰストラリアにお1ナる簸初の出銑をみたの

が1915年(犬疋4年)4月9E1午前2時26分だといわれ

ている.しかし当時の製鉄技術では困難な問題が多

く余り順調ではなかったので必要狂鉄鋼の大部分を

イギリス本国から輸入していたというその後研究改良

をつづけ1920年には3つの熔鉱炉と8つの平炉が建設

された.そして1934年頃から本格的操業に入るために

今まで続けてきたBrOkenHi11Fie1dの鉛･亜鉛鉱山の

開発を整理して1939年には中止し鉱区は別の会社に

譲渡し製鉄業に専念することになったので今日では'

BrOkenHi11鉱山(Pb･Zn)とは関係が狂V'ということで

ある､一方においてB･H･P･は外国からの鉄鋼製品の

輸入をふせぐため以前から活動していたAustralian

臼㎞､､

8M0冊1岨担dR0.

一_1欄ば粋一

ぷ祭11㌫じ置訂㌻似ラノ

1㍍F､差;:1楓

P甘{E｡｡k｡日HiIII泌Di岳`｡i趾
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]uu舳㌃級舵岬

第6図オｰストラリアの主要金非属鉱物資源分布図�
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Iron&Stee1Pty.L趾,(A.I.&S)とCommonwealth

SteelCαLtd.(略して｡omsteelという)を1935年に吸

収して自己の傘下に入れ強力な体制にした.

このA㎜st醐1ia皿亙ro皿&Stee1跳y.砒a.,(オｰス

トラリア製鉄株式会社)は1908年頃にHoskins一族によ

ってLithgowに建設されていた製鉄所をうけついで

1928年(昭和3年)に正｡rtKemb1a製鉄所をつくり

AustralianIron&SteelPty.Ltd.,のポｰト･ケンブ

ラ製鋼所(Po.tKemb1aSteelWorks)として発達して

きたものが1935年にB.H.P.傘下第一6系列会社と

なったものである.

B.H.P.のNew㈱st1e製鉄所は第2次大戦末期

には粗鋼100万トン(年間)を生産する鉄鋼一貫工場に

まで成長した.またB.H.P.の支配下になったPort

Kembla製鉄所も1939年(昭和14年)には銑鉄55万トン

粗鋼40万トン(年間)を生産するまでになった.そし

Y岬冊･od

彰凸

D田rwin

眺縦

_吋1-

Hm而舳1甘H曲｡

｡瓶1∵リアトト
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'L個1幽

酬1101岬州㎎R･

P趾帖Midd1世出^

㌧

ColIieW～

､舳･

1麗

����

て今日ではニュｰヵスル(Now6醐t1e)製鉄所(従業員

11,100人)は高炉3基(750トン/目goOトン/目1,oOOトン

順)塩基性平炉(14基)をもち年間120万トンの粗鋼

を生産する近代的な製鉄所にまで成長した.

またA.I.&S.の疋｡rtKemb1a製鉄所(第一工場)

は高炉3基(800トン個1,200トンノ目1,500トン/目)と塩

基性平炉8基をもち年間125万トンの粗鋼を生産する製

鉄所でありまたB.H.P.のPortKemb-a製鉄所

(第二エ場)は近代的な高炉1基(1,700トン/目)を1959

年に建設して平炉5基とともに年間50万トンの粗鋼を

生産する工場となっている.

またB.H.P

目｡wnCo邑1fi値1d
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Whya11aにオｰストラリア最大の造船所を建設すると

同時に高炉(700トンノ貝)の建設にもとりかかり1941年

3月26日に火入式を行なっている.このWhya11a製

鉄所は初め高炉作業のみであったカミ1949年に電気

炉(年間21,000トン)が建設され以来ノ･ガネ工業を主と

する製鋼圧延工場が建設されつつあった.これによっ

てオｰストラリアは英連邦下でイギリスを除いて第一級

の製鉄国と狂った.この他にB.H.P.は西オｰスト

ラリア州のFremantle港(Perth市の南方郊外に当たる天

然の良港である)の南方約12マイル(19.2㎞)にある工業地

帯(現在石油精製所およびアルミニウム工場を建設中)Kwi-

11amに1956年圧延工場とその付属工場を建設した.

(年間能力16万トン)このKwinana(キナナ)は原住民

(abo･igin･1)のことばでr可愛らしい少女｣という意

味だそうで1922年にこの辺の海岸に打ち上げられた難

破船の乗組員によって名付けられたところだといわれて

いる.この辺は西オｰストラリア政府も臨海工業地帯

に指定して工場誘地運動をしているそうである.

そのためにB.H.P.は西オｰストラリア政府にたいし

てこのKwinanaに鉄鋼一貫工場をつくるという約束

を1960年11月に与えている.ともかくも日本の臨海工

業地帯とちがってみわたすかぎりの牧草地帯に広大な

敷地をもった工場が整ぜんと建設されておりしかもこ

こにはCOckbumSound港があって大型船カミ自由に入

港できる近代的な港でこれからの躍進ぶりが期待され

るところである.

またB.H.P.傘下第二位の系列会社となっている

Commonwea1thStee1Co.砒d.,(連邦製鋼株式会社)

(略してComstee1という従業員2,200人)は1918年

に連邦政府の資本でNewcastleの郊外に当たるW趾一

atahに建設され連邦内の鉄道機械･市内電車の車軸

車輪を始めとして特殊鋼ステンレス等をその製造目

的にして始められたのであるが1928年頃からB.H.P.

の資本が入り1935年にはA.I.&S.と同様にB.H.P.の

支配下に入った.1939年には特殊鋼工場を建設して

フェロアロイを製造し1959年9月には'U皿anderraに

近代的な薄板圧延工場(Coldro11edstain1essandSt.ip

Pl.nt)の建設が終り生産を始めている.そしてオｰ

ストラリアの需要10,000トン(年間)を満たしているが

現在は年間18,000トンの増設工事を行たっている.

この他に木炭銃を製造している小工場が西オ

ｰストラリア州Perth市郊外の東方WmdOwieにあ

る.この木炭銑の会社はTheW00d珊sti1Iati0皿,

Charcoa1-honandStee1Ind㎜stry(薪蒸留式未炭製鉄

株式会社)(略してW.一D.trI1&S.I.という)という名

前で西オｰストラリア政府資本によって運営されている

そうであるカミ鉄鉱石はPerth市の東方約200マイル

(320㎞)にあるSouthernCrOss駅からさらに北方約35

マイル(56㎞)に位置するK001yanobbing鉄山(1959年

から出鉱)から赤鉄鉱･褐鉄鉱石(Fe60拍)の供給をう

け年間52,326トン(1960)の木炭銑を製造しそのほと

んどは輸出されている(1960年には53,019トンの木炭銑鉄

を輸出している).

さてこれら製鉄業に供給される鉄鋼原料(副原料もふ

くめて)の分布と生産状況について説明しよう.

まずオｰストラリアはその鉄鋼生産状況を示す第7表

でもわかるように南半球唯一の製鉄国である.

そしてオｰストラリアの鉄鉱石の埋蔵鉱量はG.Ein-

ecke博士によれば1O億トン(1950)といわれその後

正G.Perciva1博士は7.2億トン(1959)･(直接鉱のみ)と

発表しているが最近オｰストラリア連邦政府の発表

(Be･eauMin.R･s.Ge･1.G･ophy.,1959)によると①南

オｰストラリア州において現在開発中のMidd1eback

ポンペイスピラｰ鉄鉱床の下部層に発達する鉄鉱層の

露頭(厚さ5m)

西オｰストラリア州北西部のPilbara1and地域東端にあ

るマウント･ゴｰルドスワジｰ(Mt.Goldsworthy)

鉄鉱山(探鉱中)の全景�
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策7表オｰストラリアの鉄鋼統計表(単位1トン)

�1957�1958�1959�ユ960

鉄鉱密生産量����

1.製鉄岬�3,舳5,･173�3,9王7ぺ肥4�4,140,6…13�4,355,464

2.非製鉄用事�15,O日7�17.082�!3.470�蝸､732

乱輸入鼠舳�203,oll�296,157�261,904�27S,502

銑鉄生産量����

1.坐雄赴�2,208,1』O�コ,279,2畠2�2,505,5〕�21SS工,9皿

2｡榊[瞳�10,330�19,321�1u,n珊�97､詰･17

粗鋼生定量����

1.生産避�3,O15,569�3,工331081�3,395,261�3,6S7,181…

2.輸出虹�2,327�72S�12,O帆�9.6工9

3.輸入量�372�ヨ57�320�呂｡293

1詣』l1弾鉄柵鉄鉱石ω用途1±1〕セ戸ソトの鉄分冊雌剤として2〕ガスェ湖1の腫蝶似硫剛剤として

3〕i先1堤川]抑メテ'エムとして

搬蛮鉄賊石の物入として1土ニュｰ･カレドニア{フランス棚)例Pro■岬1mnMi1珊よリ輸入書れている』ので

Fo冒桃雌で若干のNiCrを奇祢するラテライト鉱届でC口耐t帥吻W蛆趾』11製鋼両il二峰人さ^てい呂.

`黄科:111匹^u畠甘^1i田nMi爬mHnd岨t町Rwi哩w1O醐"

Ra.ngeArea(埋蔵鉱量2.06億トンFe62%)(IronKnob,

�潮�潮�捨���物�攬�潮��測�潮兵�測

�潮坡牲������琬�潮�捨����畫攬

IronChieftainの諸鉄鉱床がN-Sに約50～60マイル(80～100

㎞)E-Wに約2マイル(3.2㎞)の範囲にわたって点々と分布し

ている鉱床地域)と②酉オｰストラリア州北部にある

YampiS㎝皿d鉱床(埋蔵鉱量O･97億トンFe54-64形)

(Cockatooisland,Koolanislandの両島からなる鉱床群で

ある)と③koo1yam眺ing-Dowa'sHi11-Bunga1bin

Area(埋蔵鉱量0.69億'トンFe58-64%)(Koolyanohbing

鉱床A,B,C,DがN-Sに13マイル(20.8㎞)にわたって散

点的な分布を示している鉱床地域)を合わせてその埋蔵

鉱盤は3･68億トン(Fe60%)と発表している.した

カミって現況ではオｰスラトリア国内鉄鋼業の需要を十分

にまかなえると判断されたととと酉オｰストラリア州

の鉱業開発促進のために約22年間にわたって禁止さ

れていた対目鉄鉱石輸出の許可カミ1960年12月2目に連邦

政府から発表されたのである.そのために1961年5月

と1962年6月の2回にわたって日本の鉄鋼界はSteel

Missionsを派遣してオｰストラリアの国内事情港

湾設備および鉄鉱床の調査を行なった.このために今

まで調査の進んでいない酉オｰストラリア州に分布する

鉄鉱床は日本から派遣される鉱山会社または商社の鉱

山技術者･地質技術者の調査によってゴｰルド･ラッ

シュならぬ鉄鉱石ブｰムをまきおこしたのである.

港から南方に約100マイル(160㎞)の地点にある恥m･

pey'sRi11ar鉄鉱床を調査することに狂った.この

Pompey'sPi11ar(ボンペィス.ピラ_)は正確にいうと

東経128.15!南緯16.45!に位置していわゆる熱帯圏内

に属し11月から3月までの雨期(W･tSeasen)を除い

てはほとんど雨がなくとくに6月末から三翌年の3月

頃まではとても暑く私が調査に入った10月には目中

40～44丁近くまでになり午前11時頃から午後3時頃

までは風も次かずに泣んともいえない暑さになる.

ただ乾燥100%であるからややしのぎやすい.この

鉄鉱床は上部先カンブリア系地層中の上部に発達する2

次鉱床で鉱石は塊状赤鉄鉱と多孔質赤鉄鉱および褐

鉄鉱石からなり鉱床はSam鉱床とT0皿y鉱床の他

に南方に約10マイノレ(16㎞)離れたところに脇t帥鉱

床がある.この3鉱床を合わせるとその埋蔵鉱量は約

1億トン(F･60%)近くになるがこんごの精査と試

錐によって鉱量はさらに増加するものとおもわれ

る.私はこの調査が終ってから現在探鉱中のMt.

G01dswOrthy鉱山を始めとして稼行中のKOolyano･

bbing鉱山とB.H.P.直営でオｰストラリア最大の

鉄山Midd1ebackRa㎎esAreaのIronMonarch鉱

床IrOnPrince鉱床を見学することができた.

このブｰムのおかげで酉オｰストラリア州の北部から

北藺部にかけての未開発地域と無人地帯にぞくぞくと大

鉄鉱床が発見慈れ発見された鉱床の数だけでも数工O鉱

床におよび埋蔵鉱量だけでも数10億トンに達す為漢でに

なった幸いなことに私もこのブｰムの波にのせていた

だき酉オｰストラリア州の最北端にある珊那蝸豆漉灘

オｰストラリア国内の鉄鉱山開発状況は第8表にみら

れる如く鉄鉱石生産量の99%は製鉄用で①南オｰス

トラリア州のWhya11aの'西北約34マイル(54㎞)にある

Midd1ebackRangesAreaから約350万トン(年間)

(Fe62%)②西オｰストラリア州の西部キンバレｰ地区

(WestKimbe･ly)のDerby港から北西に小型機(セス

ナ)で約60分の場所で稼行中のYampiSOmd,Cockatoo

島鉱床から年間約84万トン(Fe60%)の鉄鉱石が船で

約3500海里をへてPOrtKemb1a製鉄所(A.I.&S､)に送

られている.③はK001yanObbing鉱床から年間約9

第8表オｰストラリアの鉄鉱石生産量(単位:トン)

��

��㌮��

����

����㌀

夏､遺,?皇O,000

譲行鉱山

竈㈱害I機王飾:=｡

叩im里工

嚢㈱綱搬�
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万トン(Fe60%)の鉄鉱石がトラック(35マイル)と鉄道

(SouthemCross-W㎜dowie,200マイル)によってWu･

ndowieの木炭製鉄所に輸送されている､

私たちがB.H.P.所有のW吋洲葱製鉄所と夏蔓｡篶

Mo∬蹴破､至雲む鴛閉脱籔鉄山を尻学したときに案内して

いただいた獲｡貫､P昔本社のA敏昔C眺重快釧㎎i鮒で

ある搬望岩肌風⑬辮鋤(§o才微の人もと逮郵政府の国土

開発奮鉱物資源1地質1物探局地質課に勤務していた人で

け一スけリアのボｰキサイ〕蜘晦嚇蝸｡泌勢報誉蜜れ

ている)の話によると遍｡脱習血では現在留eむb9献36

人をかかえて毎年鉄鉱石ボｰキサイト石炭の調査

をいくつかのパｰティにわけて行なっているそうで現

在は次の3ヵ所でやっているとのことであった.

①クインズランド州の西北部にあるConstanceRange

鉄鉱床については坑内からのサンプリングによって高品

位鉄鉱石が相当量認めるれる

②オｰストラリア州政府との約束によって1978年頃まで

Kwinanaに高炉建設を行ない鉄鋼一貫工場(ユC0万

この他にオｰストラジアで目刺己鉄鉱宥を輸出する

ことを員標にして探鉱申のおも抵鉄鉱{はその大部

一分が酉泳一刈㌔ラリア州内ぽある,

第9妻オｰストラリア鉄鋼業の企業体刑鉄鋼生産量

(単位:トン)

次にその一例を示す.

①北西地区PilbaralandのPortHedland港近くにある

Mt.Go1d8worthy鉱山(Mt.Gold§worthyMining

Associate所有)

②Murchisonia地域のGeraldton港近くにあるTaHer･

ingPe8k鉱山WiM航1i亙g鉱山(WestemMin-

ingCo.,所有)

⑥P11baraland地域の亘armes1eyRange中のMt.Bro･

kman,1〉[t.Pyton鉱床(Conzinc･RioTintoAust.

Pty.Co.,所有)

④Eastkimber1y地域のWyndham港近くにあるPom一

服y'回固11砒鉄鉱床(Be11BrothersPty.Ltd1,所有)

����

工,蜘､375

蝋珪31

この他には丁鯛㎜帥iゑ州で製鉄所を建設することを

目標にして蝸9年頃から探鉱中のSavageRiYer鉄

鉱床がある｡これはタスマニア州の鉱山局によって

試錐調査(蝸9)と磁気探鉱(1960)が行なわれているも

ので濠ず試錐では深さ8重δocフィｰトまでっづいてい

ることが確認され磁氣探鉱ぽよってはこの鉱床より

さらに南部は大意放異常地一線のあることが確認されつつ

あるので鯉蔵鉱量も網当校ものになるらい･.

ごの他に遭､貫古夢｡は嚇胴脇批kR棚艀の低品位

鉱(J醐雌嚢餐)を処理するために至ぎ⑩n晩蹴｡h鉱床

に竃漉選鉱籏による中間試験X嬬(Pi賊鮒11貨1狐t)

をつくって試験していたがこの低品位赤鉄鉱は原鉱石

版顯～5晩のものがF餐鵬～60%位までになると係の

技師がいっていた｡この他に連邦政府の地質｡物探局

の調査によって四オｰストラリア州の南部地域にある

S竈砒磁禍rの低品位鉄鉱床カ重1961年に報告されて以来

海綿鉄製造用原料としての基礎研究がおこ狂われて

いる.しかし連邦政府はオｰストラリア国内の鉄鉱

床開発と輸出については全面的に許可したのでは

なく次の制限条件をつけている.

①一般にいかなる鉄鉱床でも確定鉱量(直接鉱となる鉄鉱石)

の率分(50弛)以上を輸則してはならない

②繍繊害れる鉄鉱肩の品位&輸出さ叔る期間についてはつ

ねに遵郵政府の意兇はしたカ毒わなければならない

③上賛肋制隈条件はその滋蔵鉱鐙紗婁⑪0万トン以下の場合

は適踊慈れず毅た輸熾の隼閲割幾制限に閥係なく輸繊禰

&じて鉄鉱石替採堀してよい

④低繊位鉄鉱からつくち扱た精鉱低晶位鉄鉱抽よび選鉱処

灘⑳顧難な鉄鉱肩の輸繊要求については特別な考慮麿与

える

⑥とくに竃要なζ&は遼郵政狩の輸繊許可の勘りた輸幽崩鉄

鉱石はその鉱床が遵郵政府の妻綻した輸㈱禁止地融二掬

定さ批ていなければ暫定的に州政府によって遵営慧批て

もよい

繁亙鑓9率王王勇鋤蘭嚢や的織語青A.I.&S.所属(1959)のPorf算曲血bi亜嚢蔓綴畷の塗産数が3｡くまれてい嘉

繁糊蹄瞬剰二P舳K個沽1･製繍(窮二工場〕1湖･H･P的勇脇と蜜泌勇㍉生鰯鮒王･&S･とし

て続計替れている;資料:The鳥邊飢焔H触輔i榊帥1in曲帥rサReΨi喧wi950)

このようにオｰストラリア攻府が鎌鉱刷ζついてのみ�
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輸出の制限を加えているのはB.H.P.の考え方を反

映しているのだともいわれている.しかしオｰストラ

リア政府としては輸出禁止を緩和した目的は2つあると

いっている.①つは外貨獲得(輸出額が増大する)がで

きる.②は鉱床調査とその開発が促進される.とい

うのが欠きた理由とされてる.しかし各州ごとに独立

した経済組織にあるためとくに西オｰストラリア州政府

はその経済基盤を確立する意味からいっても早くか

ら日本に向けて鉄鉱石輸出の許可を与えてくれるように

連邦政府に運動していたともいわれている.この旅行

記事もやや総括的になつたがオｰストラリアの鉱業事

情を理解していただく参考にたれぱ幸いである.

(筆者は鉱床部金属課)

南オｰストラリア州ワイヤラ(Whya11a)製鉄所町にある

Hote1E}reの前における大町技官(右)と佐藤氏(左)(オ

ｰストラリア兼松KKのシドニｰ駐在員)

酉オｰストラリア州南部のSaiina1目nd地域にあるKoo1y-

anobbing鉄鉱山の破砕設備〔年間約10万トン(Fe60%)を

出鉱中〕で鉄鉱石はWundowiの木炭鉄工場に送られている

南オｰストラリア州MiddiebackR帥ges中オｰストラリア

最大の稼行鉄鉱山であるIronMonarch鉱床の露天掘(5

段ベンチ)状況(年間約270万トンFe62%開鉱)

IronMonarch鉄鉱床の切羽にてパワｰシ目ベ

ルによる採掘状況

IronMonarch鉄鉱床の低品位鉄鉱(JaspillitesFe55%±

処理工場(重液選鉱による中間試験工場で年間約20,OOOト

ン出鉱している)�




